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G418耐性細胞におけるDectin-1の発現をWestem Ыotとフローサイ トメ トリーにより解析して得
られた。
2.IgE受容体刺激は細胞にIgEを感作させ、抗原でIgEを架橋することで行つた。Decin-1の刺激
は特異的アゴニス トcurdlanで行つた。細月包抽出液は 10/O TritOnあるいは 1°/。Triton、0,10/O SDS、
0.50/0デオキシコール酸を用いて作成した。免疫沈降は1次抗体とPrOteh A‐agaroseを用いて行つ
た。
3,pun―d6wn assayはGST―Syk SH2 domttn(米国 NIH Straganねn博士より入手)を使つて行つた。




















アル タイ ム PcRによ り確 認 した。 また、MCP‐1、 L-4、nW‐αのサイ トカイ ン産 生 につ いて は
ELISAによ り確 認 した。これ らの現 象 は、す べ て Syk阻害薬 で完全 に抑制 され た。さ らに、nw―α
の発 現調節 には ERK経路 が、 IL‐3、 MCP‐1、 L-4、IL‐13の発 現調節 にはNFAT経路 が 関わ る こ
とが、 阻害薬 を使 った実験 か ら考 え られ た。
【考察】
1.初代培養マスト細胞だけではなく、代表的なマスト細胞株 RBL‐2H3においてもDecin-1が発
現していた。
2.マス ト細胞におけるDectin-1のシグナル伝達においても、hemITAMのチロシンリン酸化が必
要不可欠な役割を担 うと考えられた。
3.hemITAMのリン酸化により、Dectin-1はSykのSH2ドメインに会合すると考えられた。また、
Dectin-1とSykの会合は18E受容体刺激に依存しない事から、Dect肝1とIgE受容体のシグナル
伝達は独立して行われると考えられた。
4.Syk阻害薬によりDectin‐1を介する細胞応答が消失した。それゆえ、会合によりSykのチロシ
ンキナーゼ活性が克進することが、Dec血‐1のシグナル伝達に必須であると考えられた。
5.Dectin-1を介したSykの活性化により、IL‐3、 MCP-1、IL-4、L-13、ηゞ―α、Nfkbizの遺伝子発
現が増強されることを確認した。これらの真菌に対する自然免疫への意義として、IL‐3はマス ト
細胞の分化促進、MCP-1はマクロファージの炎症サイ トヘの遊走、IL-4/1L‐3はSTAT6の活性化
を介したマクロファージでの Dectin‐1発現促進、nv_αは既知の抗真菌効果、Nkb弦はMCP-1
に対する発現調節などが挙げられる。
【結論】
マスト細胞が真菌に対する自然免疫に関与する可能性が示唆された。
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